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○３番（渡辺高博）（登壇） 自参

改革クラブの渡辺高博でございま

す。 

 まずは、古川市長、御就任おめで

とうございます。二元代表制の下、

市政を担う両輪として、愛媛ナンバ

ーワンにとどまらず、日本で唯一の

町を目指す気概を持って、お互いベ

クトルを定めて、緊張感のある議会

運営を行ってまいりましょう。 

 さて、近年の価値観の多様化、少

子高齢化と人口減少の影響による働

き手の不足は、これまでの前例主義

を否定し、新たな価値基準の下で市

民生活をつくり上げていくことにな

ります。今の行政に求められるの

は、時代の流れを読み取る感性とそ

れを速やかに実行に移すスピード感

です。市長が再生と挑戦、その先

へ、新しいにいはまのスローガンの

下、選挙のときにうたわれた約束と

公開討論会での発言も踏まえ、通告

に従って４点質問させていただきま

す。 

 まずは、資料１を御覧ください。 

 これは、市長選挙を控えた今年の

10月上旬に、市内のフリーペーパー

に折り込まれた古川氏の新居浜に対

する思いの籠もったチラシの抜粋で

す。２項目めの誰も取り残さないや

さしいコミュニティづくりの３番目

で、自動運転バスなど地域公共交通

の拡充検討や買物弱者のための次世

代買物支援を掲げていらっしゃるこ

とに関連して、ＭａａＳシティのこ

れからについてお伺いいたします。 

 今回の市長選挙の期間中に市民の

皆さんから多く聞かれたのが、公共

交通機関の整備に対する切実な願い

と提案に対する関心の高さでした。

現状、自動車免許を返納した方の移

動手段は、乗り合いのデマンドタク

シーになりますが、川西、川東、上

部西、上部東の４エリアに分かれて

いて、例えば船木から住友別子病院

やイオンに行こうとした場合は、新

居浜駅まで行ったら、その後はせと

うちバスやタクシーを乗り継いで向

かうことになります。また、目的地

以外で下車することができないの

で、外出ついでに用事を済ませるこ

とが制限されます。現在、国土交通

省において、地域住民や旅行者一人

一人のトリップ単位での移動ニーズ

に対応して、複数の公共交通やそれ

以外の移動サービスを最適に組み合

わせて検索、予約、決済等を一括で

行うサービスの検討が行われ、移動

の利便性向上や地域の課題解決にも

資する重要な手段として全国各地で

実証実験の支援が拡充されていま

す。 

 先日、杉並区が行っているグリー

ンスローモビリティの条件付自動運

転に乗車させていただきました。ハ

イエース程度の大きさの車両で、乗

車人数は７名、実験中ですから、運

転手がいて、危険と判断した場合に

は、自動から手動に切り替えて対応

を取るのですが、20分程度の乗車の

間に自動で走っていたのは５分ぐら

いだったでしょうか。道路を線路の

ように認識して、線をたどるように

走るのですが、結局歩行者の不規則

な動きや自転車の逆走、路上駐車な

どが原因で急ブレーキになったりし

ます。まだまだ課題はたくさんあり

ますが、道路幅３メートルを切るよ

うな狭い場所を走行したり、松山市

では伊予鉄バスが今月25日から特定

条件下においてドライバーが介入し

ない完全自動運転の営業運転を始め

ることになっており、今後見込まれ
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る高齢化によるバス需要の高まりと

運転士不足などの理由で路線の維持

が厳しい状況を解決する手段として

期待できるものだと思います。 

 このように、2019年から日本版Ｍ

ａａＳとして全国各地で地域課題の

解決のために検証を行い、本市も

2022年からＭａａＳシティーとして

取り組んでいる移動が難しい住民に

継続的なサービスが受けられる環境

を実現するために、本市として今後

どのように輸送サービスなどのデジ

タル化を推し進めていくおつもり

か、お伺いいたします。 

○議長（小野辰夫） 答弁を求めま

す。古川市長。 

○市長（古川拓哉）（登壇） 渡辺

議員さんの御質問にお答えいたしま

す。 

 ＭａａＳシティのこれからについ

てでございます。 

 高齢化や免許の返納が進むことに

より、自宅からの移動が難しい方に

も継続的にサービスを受けられる環

境の構築は重要であり、そのための

ツールとして、デジタル技術の導入

は、今後ますます重要になってくる

ものと認識いたしております。 

 本市の取組といたしましては、

新居浜市公式ＬＩＮＥの基本メニュ

ータブに交通情報のアイコンを追加

し、おでかけタクシー、路線バス、

渡海船、ＪＲなどの交通情報を集約

し、各交通情報にアクセスしやすく

しているほか、路線バスにおきまし

ては、瀬戸内運輸株式会社等で構成

する愛媛デジタル推進グループが、

本年６月に愛媛県のトライアングル

エヒメ推進事業デジタル実装加速化

プロジェクトの支援を受けて、ＬＡ

Ｃバスシステムを稼働しており、バ

スの位置情報のリアルタイム表示や

遅延情報などを簡単に見ることがで

き、利用者からも好評をいただいて

おります。 

 また、川西地区のデマンドタクシ

ーにおきましては、スマートフォン

での予約やＡＩによる配車が可能な

システムを用いた実証運行を行って

おりますが、登録者の９割が70歳以

上の方ということもあり、スマート

フォンを使っての予約は５％程度に

とどまるなど、まだまだ課題も多

く、導入方法も含めた見直し、再構

築が必要な状況でございます。 

 今後におきましても、運転手不足

を解消する手段として期待されてい

る自動運転技術の進捗状況等に注視

し、地域公共交通のデジタル化に向

けて調査研究を行ってまいります。 

○議長（小野辰夫） 渡辺高博議

員。 

○３番（渡辺高博）（登壇） 御答

弁ありがとうございました。 

 昨日の大條議員の質問にもありま

したが、公共交通は既に逼迫してお

ります。先ほど小野志保議員からも

お話がありましたけれども、前例が

ない、時期尚早などと言っている場

合ではありません。現状維持ではな

くて、チャンスが来た瞬間だと捉え

て、たゆまぬ変革を行いとお話しい

ただいておりますが、この件に関し

てもぜひ積極的な取組をお願いした

いなと思っております。実際に自動

運転バスに取り組んでいる松山市が

あるわけですから、ぜひしっかりと

見ていただいて、早急に取り組んで

いくような検討もいただきたいなと

思っております。 

 今年度の公募実績から推察する

と、日本版のＭａａＳ推進・支援事

業の公募は、毎年年度初めになるん

だと思います。ＭａａＳシティーに
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地域公共交通確保維持改善事業の新

型輸送サービス導入の支援を加えて

検討していただくことをお願いし

て、次の質問に移らせていただきま

す。 

 


